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水害
●水害は旱魃とともに、人間の生活に影響を及ぼす重大な災
害のひとつである

●しかし都市に居住する多くの方々は水害を身近に感じない
かも知れない（注：都市型洪水は都会で発生）
⇒最近は様相が変わってしまったが、それはなぜか？

●それは、連続堤やダムといった治水施設を建設し、都市に
は一滴たりとも水を入れない、という政策が功を奏したからで
ある

●しかし、明治に始まった西洋式の治水はそろそろ限界を迎
え、人と自然の新たな関係に基づいて水害に対処しなければ
ならない時代に入ったのではないか

注）洪水＝ハザード、水害＝ディザスター
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近年の増加の印象⇒沖積低地への居住空間の侵出？



2011 年 4 月 11 日現在堤防等被災状況（国土交通省関東地方整備局）

災害の連鎖の予感
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2013 年 10 月台風 26 号：印旛
沼の水位変化



米軍写真
1947年撮影

国土地理院
2.5万地形図

逆三角州
　その性質は？

平野の中に、
かつての川の
痕跡が



明治 43 年 (1910 年 )8 月台風による水害
庚戌 (かのえいぬ )の大洪水

千葉県防災誌　風水害との闘い～洪水との闘い、十五夜の嵐、竜巻～ 

利根川の大洪水
明治 43 年 (1910 年）
昭和 13 年 (1938 年）
明治 16 年 (1941 年）
昭和 22 年 (1947 年）
⇒ カスリーン台風



（国土交通省関東地方整備局）

カスリーン台風－利根川が決壊し、洪水が東京下町を襲う－

A. 埼玉県東村
新川通りでは
340m にわたり
利根川の堤防
が決壊した。
（埼玉県大利根
町）

B. 茫然と濁流を
見つめる人々
（埼玉県幸手市）

C. 濁流を見つめ
る人々（東京都足
立区）

D. 濁流は都内
へ（東京都葛飾
区）
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昭和22年 9月実績水深

再び起きるか？

★



内閣府では様々な条件を
設定し、浸水状況を
計算し、公表している

http://www.bousai.go.jp/fusuigai/index.html


日本における西洋式治水工法の導入
Introduction of western style flood control scheme

●明治29、 30年　治水三法　河川法、砂防法、森林法　成立
　1896,1897 River Law, Sabo Law, Forest Law

●治水に対する工学的適応の開始
　Start of engineering adaptation for flood control

（国土交通省ホームページより）



（「吉野川」、にっぽん川紀行、26号、学研）

洪水とともに暮らす



河道の付け替え

高岩

信玄堤

聖牛：水制、洪水の
勢いを弱める



1974 年多摩川水害

東京放送のテレビドラマ「岸辺のアルバム」（山田
太一が原作·脚本）に洪水シーンが利用された。

●その後の、訴訟で国が敗訴
●行政に住民の生命と財産を守る義務
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●水需要量の減少
●環境の重視 吉野川第十堰

長良川
河口堰



水防法改正までの流れ

●1997年河川法改正
　河川事業における環境への配慮、地域住民の意向を十分くみ取
ることを明記
●1998年利根川、那珂川、阿武隈川洪水
●2000年 9月東海豪雨災害
●2001年水防法改正
　情報システムのあり方、水害ハザードマップの作成と公開が地
方自治体に義務づけられた

旧法制度
●「お上任せ」、被災した場合はクレームや訴訟！？

新法制度
●自己責任の世界、環境を重視して地域の意向を十分くみ取った
場合は、水害リスクを負う必要
●環境を重視して、大規模施設による「洪水リスクコントロー
ル」を放棄する場合は、そのリスクを軽減する智慧を地域ぐるみ
で出していく必要
●住民の移転、保険に加入・・・セイフティーネットも準備

河川法改正

水防法改正



2000年 9月 11、 12日東海豪雨

西枇杷島駅と新幹線

新川堤防決壊箇所

空中写真：㈱アジア航測

もう、工学的適
応では支えきれな
い．．．



ハザードマップの存在を知ろう！
万が一の水害時に、地域の住民の方々が安全に避難できる事を主な目的とし
て作成します。
避難をするために必要となる情報として、想定浸水深、避難所の位置及び一
覧、緊急連絡先、避難時の心得等が記載されています。
平成13年 7月に一部改正された水防法第10条の 5項に基づき、市区町村長
によって行われる情報提供の一環です。

国土交通省ハザードマップポータル

http://disaportal.gsi.go.jp/


“ なぜか”を問い、理解すること

北区荒川洪水ハザードマップ



２００４年、新潟豪雨で多くの方々が被災した

静岡大学総合防災センター牛山素行先生のホームページhttp://www.disaster-i.net/より

●新潟では1998年にも大きな豪雨災害があった
●栃尾では、60年代に日雨量300mm超を記録している
●日本の住民の大部分は沖積低地に住んでいる
●我々は普段から沖積低地の特性や、災害事例について多くを
　学んで減災を達成する必要
●どんな場所でも人が住めば行政は税金を投入して安全を確保
　　するという体制に限界
　　　　　　　＜自助・共助・公助＞
自分と家族の命、財産、そして地域は自分たちで守りたい



信濃川（一級河川）が破堤した場合の浸水想定区域図

では、我々は何を
知ればよいか！

信濃川について
は、浸水想定区域
図が WEBで公開さ
れており、洪水氾
濫危険区域図は北
陸地方整備局で閲
覧可能であった
が、県が管理する
河川である刈谷田
川のハザードマッ
プはなかった

（ 2004年の段階）



なぜ、このような
分布になるのか？

刈谷田川洪水避難地図

http://www.bousai.city.nagaoka.niigata.jp/modules/bwiki/index.php?%C4%B9%B2%AC%BB%D4%B9%BF%BF%E5%C8%F2%C6%F1%C3%CF%BF%DE%A1%CA%A5%CF%A5%B6%A1%BC%A5%C9%A5%DE%A5%C3%A5%D7%A1%CB


まず土地条件を理解しよう

●データソースは何があるか

・旧版地図　国土地理院ＷＥＢサイトで、検索、購入
・空中写真　国土交通省、国土地理院のＷＥＢサイトで
　　　　　　フリーアクセス可能
・地形分類図　国土交通省、千葉大学のＷＥＢからアクセス
・リモートセンシング
　　　　　　ＷＥＢで公開されたフリーアクセス可能な画像

●解釈

・情報はかなりＷＥＢ上にあるので、後はうまく組み合わせ
さえすれば地域の「土地条件」に関する情報を発信し、ハ
ザードマップの代用とすることができる

・小学校、中学校の段階で、自分が住んでいる場所の特徴を
理解させておく必要があるのではないだろうか

公開された情報をつかって、中之島町の土地条件を調べてみよう



大正３年発行（明治４４年測図）の５万分の１地形図「三条」より

旧
版
地
図

注）大正６年式から昭和 30年式
まで、水田は乾田、水田、沼田
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中之島町の地形分類図　■自然堤防、■三角州堆積物
（国土調査の成果は国土交通省および千葉大学の WEBで公開中）



2000年のランドサット画像

衛星画像

1990年頃の TM画像



どうやって減災を達成するか

●住処としている土地の条件、土地条件を知
ること

●災害の可能性を予見し、必要な対策をとっ
ておくこと

●安全と環境の間の折り合いをつけるために
は、どういう社会をつくりたいのかを明確にする

近代文明人としての基本リテラシー
地理学は時代が必要としている学問分
野です．



次に理解すべきこと

地形学の基礎

・河川地形の特徴⇒水害
・斜面地形の特徴⇒土砂災害
・変動地形の特徴⇒地震
・その他



平野の地形の典型的な配列
扇状地⇒氾濫原⇒三角州

河川地形
の基礎

自然堤防

後背湿地

自然堤防 旧河道

後背湿地

実は、多様なパターンがある⇒地域性を理解、経験の積重



扇状地



氾濫原

液状化を問題にする際は、埋没している過去の
河川地形にも注目する必要

押堀
ポイント
バー



（帝国書院高等地図帳）



三角州

東京湾岸では前置斜面の砂層をポンプでくみ上げて埋立に利用⇒液状化
砂採取後の凹地が還元状態となり、青潮の発生を促す



明治 36年の千葉市　5万分の１地形図初版に記載された土地利用・植生

土地の歴史を
知ろう

（近藤原図）
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干潟

旧版地形図を使えるようにしよう

●
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扇状地

氾濫原

浜堤列



九十九里浜の浜堤列と海岸侵食
●九十九里浜は長さ 50km
　にわたって続く砂浜？
　のはずでした

●しかし、現在ではヘッ
　ドランドによって砂浜
　の連続性は断ち切られ
　ています



河川および海の作る微地形を地形
図、空中写真から判読してみよう

●地形を判読する普遍的な方法は
　　ないかもしれない・・・ AI?
(AIで情報抽出できるようになると、人と自然の分断がますます進むのではないか？）

●地域ごとに特徴の理解を積み重ねると、
　　判読のスキルが向上していく
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